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研究成果の概要（和文）：本課題は、日本文学に関する情報を所有する海外の機関や研究者を確

認し、どのような情報が収集・利用されているか、またはどのようなテーマで研究がなされて

いるかを解明することにある。そのために、日本文学や文化に特化したものを集積・分析し、

諸外国の研究者相互の連携を推進し、情報網を広げ、質の高い研究情報を蓄積し、国内外の研

究者へ提供してきた。国際集会の開催、刊行物「日本文学研究ジャーナル」第 1〜4号の作成は

その成果の具体的な証である。 

 
研究成果の概要（英文）： The aim of this study is to reveal, by confirming foreign 

organizations and researchers who own information on Japanese literature, what 

information have been collected to use and on what themes the researches have been done 

in foreign countries. We have thus accumulated and analysed those related to Japanese 

literature and culture, have promoted mutual cooperation between foreign researches, 

expanded information networks, stored up high-quality research information, and offered 

them to Japanese and foreign researchers. The concrete evidences of the results can been 

found in hosting international meetings and publishing "Japanese Literature Research 

Journal" vol.1-4. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 日本文学は、世界文学の中に位置づけら

れる時代となった。従来、海外における研究

成果は、日本の側ではあまり高く評価をして

こなかった。外国人に日本文学の神髄が判る

か、という風潮は今では少なくなったにせよ、

そのレベルはまだまだ低いものだとして、真

正面から評価することを避けてきた傾向が

ある。 

 

(2) しかし、日本文学は多言語による理解が

なされる時代となった。この分野の情報整理

と共有資源の提供、及び共同研究という場の

設定は、今後の日本文学への理解と研究にお

いて、各国との文化交流の上においても重要

な役割を果たすと確信する。 

 

(3) ここで収集する情報群は、世界各国の

様々な分野における日本文学の本質理解へ

の一助となり、日本国内の研究にも多面的な

刺激を与えるものとなるはずである。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究課題は、海外における日本文学研

究の情報を集約して継続的に情報収集・整

理・発信を手がけ、共同研究を推進し、研究

の土台を常に築いておくことである。 

 

(2) そこで、その情報をもとにした海外にお

ける研究史の整理を行なう。また、日本文学

研究者の視点から、翻訳書群には解題を付け、

研究者や機関とは実際に接触を図ることに

よって、情報の精度を上げ、継続して追跡で

きるものとする。 

 

(3) 海外の研究者との様々な現代の課題を

共有化しながら、コラボレーションを促進し、

今後とも増大する情報の収集・整理の基盤を

確立することを目指す。 

 

 
３．研究の方法 

(1)共同研究 

海外における日本文学の翻訳書に関する解題

の作成と研究【平成１８・１９・２０・２１

年度】 

 

(2)調査収集から情報発信へ 

海外における日本文学研究調査、および研究

史、文化交流史に関する研究【平成２０・２

１年度】 

 

(3)情報交換 

①海外とのコラボレーションよる情報交換と

研究資源の共有【各年度毎に逐次実施】 

②テーマ別国際研究集会の開催【国内︰平成

１８・２０年度、海外︰平成１９・２１年度】 

 
 
４．研究成果 

(1) 平成 18 年度は、 

①日本文学翻訳研究書総覧（事典）の作成。

日本文学作品研究について、共同研究を進め

ることによって、英文による翻訳リスト（約

800 点）を作成し、関連資料の購入も進めた。

以降は、このリストを増補整理するとともに、

具体的に書目の執筆を分担し、翻訳事典の作

成に向かって原稿を蓄積していく。なお、翻

訳に関する海外の情報については、国際交流

基金とも連携を図っている。 

②海外における日本文学研究調査及び文化

交流史。海外における日本文学研究の実態調

査として、サンクトペテルブルグ大学、北京

外国語大学等において学生のアンケート調



査をして集計するとともに、「日本文学の先

駆者たち」のテーマのもとでドナルド・キー

ン、ロイヤル・タイラー、除一平、タチアー

ナ氏他との対談を実施し、今後の海外におけ

る日本文学研究のありようをまとめた。また、

100 年前に日本を訪れて日記を残したゴード

ン・スミスの作品について、内容の調査等を

進め、その成果は論文としてもまとめた。 

③共同研究と情報発信。共同研究のメンバー

が研究会（3 回）を実施し、内容の討議、研

究発表を行った。人間文化研究機構主催の

「国際的相関研究のありかとゆくえ」（2007

年 3 月、グランキューブ大阪）では、その成

果の一部の研究発表をした。また、研究成果

をまとめた研究誌「日本文学研究ジャーナ

ル」を創刊した。これは、国際的な情報発信

に留意して、デザイン性を重視した編集を心

がけて製作したものである。 

 

(2) 平成 19 年度は、 

①日本文学翻訳研究書総覧（事典）の作成。

日本文学作品研究について、共同研究を進め

ることによって、前年度に一応まとめた英文

による翻訳書リスト（およそ 800 点）に基づ

き、具体的に書目の執筆を各自分担し、本年

度はその一部を活字化して報告した（「日本

文学研究ジャーナル」第 2号掲載）。 

②海外における日本文学研究調査及び文化

交流史。海外における日本文学研究の実態調

査及び交流を実施した。具体的にはタイ国チ

ュラロンコーン大学主催による国際日本文

学研究集会への参加と講演、研究発表、また

ハーバード大学との研究交流を推進した。ま

た、ゴードン・スミスの日本滞在の記録を著

書としてまとめ、日本国内における足跡の調

査も進めた。 

③共同研究と情報発信。共同研究のメンバー

による研究会のほか、著書、論文、また国際

学会等での講演、研究発表を積極的に進め、

その成果の一部は「日本文学研究ジャーナ

ル」第 2号に収載した。 

 

(3)  平成 20 年度は、日本文学の翻訳研究

書解題と海外における日本文学研究調査及

び文化交流史をテーマとしながら、それに関

係する日本文学の研究調査の発表を推進し

た。 

①『世界が読み解く日本』は、徐一平(中国)、

ロイヤル・タイラー(オーストラリア)、ボナ

ヴェントゥーラ・ルペルティー(イタリア)、

ウイリアム・ボート(オランダ)、ドナルド・

キーン(アメリカ)、タチアーナ・サカローヴ

ァ・デリューシナ(ロシア)、セップ・リンハ

ルト(オーストリア)、ジャクリーヌ・ピジュ

ー、アンヌ・バヤール坂井(フランス)、アン

ドリュー・ガーストル(イギリス)の 10 人の

研究者と対談し、諸外国における日本研究の

歴史、意義等をまとめた。これによって、海

外における日本文学及び日本研究の歴史的

背景、今後のあり方なども知る貴重な資料と

なった。 

②明治 20 年代以降、積極的に海外へ日本文

化の発信として、チリメン本以降に小川一眞

による写真版と英文記述による日本の風俗

習慣等を刊行した実態と、その内容について

考察した。この調査は、国内のほか、オラン

ダ民俗学博物館、アムステルダムの国立印刷

図書館等の資料調査の成果による。 

③2008 年は源氏物語千年紀でもあるため、京

都にその委員会が発足すると同時に研究代

表者の伊井が委員となり、11 月 1 日から 4日

まで、京都国際会議場、金剛能楽堂において

国際集会を企画し、諸外国から研究者が参集

して研究発表会、シンポジウムを開催すると

ともに、本科研費の成果も反映させることが

できた。この源氏物語千年紀に関しては、そ



れ以外にも年間を通じて各種の講演会、シン

ポジウム等に出席し、海外の研究者とも連携

しながら、日本文化の普及にも尽力した。そ

れらと研究協力者等の成果の一部は、「日本

文学研究ジャーナル」第３号に収載した。 

 

(4) 平成 21 年度は、本科研の研究代表者で

あった伊井春樹が、2009 年 3 月をもって国文

学研究資料館の館長職を任期満了で退職し

たため、研究分担者であった伊藤鉄也が研究

代表者を引き継いだ。4 年間のさまざまな試

みや、情報の収集と整理、国際的な日本文学

研究の現状のとりまとめなどを中心として、

文学に縛られない視点で取り組んだ。 

①研究目的である「世界各国における日本文

学研究の実態調査に基づき、さらに新しい研

究領域を展開し、創成すること」を改めて再

確認した。 

②海外における研究史や、海外の研究者との

様々な課題を共有化しながらコラボレーシ

ョンを促進する中で研究を深めてきた。これ

までに築きあげた活動実績が、さらに展開で

きる基盤整備を検討した。 

③海外とのコラボレーションによる情報交

換と研究資源の共有の集大成として、2009 年

9 月に、英国・ケンブリッジ大学（ロビンソ

ンカレッジ）において国際研究集会を行った。

海外における日本文学の研究状況を共同研

究の成果として披露した。 

④「日本文学研究ジャーナル」第 4号を刊行。

情報の公開と発信の一助とするものである。

「文化の交流」「最前線」「レポート」、「翻訳

事典（上代～近世編）」の項目を立て、海外

の日本文学の現状と最新の成果を収録した。

特に「翻訳事典」においては、江戸時代（前

近代）までの文学作品で、かつ英語に翻訳さ

れたもの約 80 点を対象として、一点ずつに

詳細な解題を付した。 
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